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て い る 格差 の 実態は ､ 私 た ち が 直視 しな けれ ば ならな い 大 問題で す｡
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地下鉄南北線 ｢勾当台公園｣ 下車

(南1 番 出口 より地下道で連結)
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★森下麻衣子さん プロ フ ィ ー ル★

慶応義塾大学法学部法律学科卒業｡

外資系投 資鈍行勤務を経 て ､ 国際交流 を辛が ける N G O の 開発 教

育プ ロ グラ ム に 従事｡ 2 0 1 0 年より オ ッ ク ス フ ァ ム ･ ジ ャ パ ン に 人

職｡ 途上 国の 貧困問題に ま つ わ る様々 な政 策課 題に つ い て ､
日本政

府 へ の アドポカ シ ー ( 政策提 言) やメ ディ ア へ の 情報発信を担 当｡
こ れまで 取り組 ん で きた課題 は､ 食料 ､ 農業､ 土 地 収奪､ 気候変動 ､

格鼻 と ジ ェ ン ダ ー な ど｡ 2 0 1 5 年より現職｡

※オ ッ ク ス フ ァ ム とは ･ = 世界 9 0 カ 国以上 で貧困を克服 しよう とうする人 々 を支援 し､

貧困を生み 出す状況を変えるために活動する国際協力団体｡

主催 国際女性デ ー 宮城県実行委員 会
仙台市青葉区五橋 1

-

5
-

1 3 新日本婦人の 会宮城県本部気付 髄L O 2 2 - 2 6 2 - 5 1 0 1



国際女性デ ー とは ･ ･ ･

1 9 0 4 年 3 月 8 日 に ニ ュ ー ヨ ー ク の 女性たちが ｢ パ ン よ こ せ｣ ｢ 女性に も参政権を｣ と

デ モ を起 こ した行動 を記念して ､
1 9 1 0 年に 3 月 8 日 を女性の 解放 と平和 な社会建設 の た

め の 国際的 な戦 い の 日 とする こ とが最唱 され､ 国連は 1 9 7 5 年 (国際婦 人年) に こ の 日 を

｢国際婦人 デ ー

｣ と 定め ま した｡ こ の 日世 界各国で患念行事や催 しが開催されて い ます｡

日本で は 1 9 2 3 年に 第1 回 が弾圧 の 中で韓たれ､ 今 に歴 史を引き継 い で い ます｡

国際 ( 国連) 女性デ ー 宮城県集会
第5 1 国′ 〉 第5 6 回のあゆみ

回 日時 講 師 ･ 所属 講演題 目 会場
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ぁ ぐ り じ ゅ ん こ

小異 純 子 人 間と して 客室乗務員ヒ して エ ル ･ パ ー ク 仙 台 5 階
日本航 空キ ャ ビ ン ク ル ー

ユ ニ オ ン ･ 副委員長
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～ 今 ､ 私達 の 闘 い は ～ セ ミナ ー ホ ー

ル

空 の 絶対安全を め ざして一 日航 の ｢ 整理解雇｣ と た た か う 女 性 た ち-

2 0 1 0 年 1 2 月 3 1 日 ､ 日 本航 空 ｢ 整理解雇者｣ 1 6 5 名 の 一 人 と な っ た ′ト果さん は ､ ｢ 裁判 と 職場

の 聞 い で J A L の 真の 再生をめ ぎす｣ と凛 と し て お話をし てく ださ い ました｡
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2 0 1 2 ( 平 2 4) 年

3 月 8 日 ( 木)

1 8 : 1 5 ～ 2 0 : 1 5

い と う ち ひ ろ

伊 藤 千尋
ジ ャ

ー ナ リ ス ト

脱原発 に 向 か う世界 と 日 本

地 球 を生か す
エ ル

･ パ ー ク 仙 台 6 階

ス タ ジオ ホ ー ル

朝 日 新聞社 記 者
～ 市民が創る自然 エ ネルギ ー ～

戦 闘 ( せ ん と う) で な く銭 湯 ( せ ん と う) を ! 窓法 と 地 球 の カを活 か し､ 平和 で 安全な世界を !

憲法を活 か し 平和を創る ､ 社 会 を変え る世界 の 人 々 の 姿を全国各 地 で 熱く語 っ て い る 伊藤さん

は
､
どう 新 し い 社会を創 っ て い け ば い い の か を世界 と 日 本 の事例 から提案 L て 〈 だ さ い ま し た｡

5 3

2 01 3 (平 2 5) 年

3 月 8 日 ( 金)

1 8 : 1 5 ～ 2 0 : 1 5

か ね こ まさ る

金子 勝 生 きる権利 と 日本国憲法 エ ル ･ パ ー ク 仙 台 5 階

立 正 大学法学部教授

憲法学
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憲法 の語川 部
"

と なる た め に -

セ ミ ナ ー ホ ー ル

頭 で は わ か っ て い る と 思 い つ つ ､ 実 は 知 らな い こ とも多 い ｢窓法｣ に つ い て ､ 資料 を示 し な が ら

丁寧 に説明 L て く だ さ い ま し た｡ ｢ 戦争 す る 日本｣ つ く り で は なく､ ｢ 平和 的福祉国 家｣ の 考 え

の も と で 初 め て ｢3 . 1 1｣ の 被 災者 の 救済 が可能 と な る と熱〈語 っ て く だ さ い ま し た｡
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か た や ま さ と し

片 山 知 史

東北 大学大学院

放射能 汚染と水産物 へ の 影響
一 致 射能汚染問題に

エ ル ･ パ ー ク 仙 台 5 階

セ ミナ ー ホ 〝

ル

農学研究科教授 どう向き合う か
-

東 日本 大震災 から 3 年､ 津波 に よ っ て 大 きく 改変 し た 沿岸部も
ー

部 を除 い て 回 復 し た と 判断され

る が ｢ 放射能さえ な けれ ば｣ と い う 福島の 漁 民の 悲痛な言葉の 紹介 ヒ共 に省庁を超え た水産物
･

食 品管理 シ ス テ ム の 検 討 が 必 要 と語られま し た ｡ 参 加者 の 質問も多く､ 関一-ご の 高さ が 伺えま し た ｡
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2 0 1 5 ( 平 2 7) 年

3 月 8 日 ( 日)

1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 3 0

か な と も こ

海南 友子

ドキ ュ メ ン タ リ ー 映 画

平和を め ざす メ ディ ア の 役割
ー 母 と して

､

T K P ガ ー デ ン シ テ ィ

仙 台勾当台ホ ー ル 3

監 督 ジ ャ ー ナリ ス ト と して -

学生時代 や N H K 入 社後 の 体験を語られ た後 ､
フ リ ー に な っ て作 っ た ｢ に が い 涙 の 大地 か ら｣ は

7 0 年 前 日本草 が中国に 遺棄した科学兵器 の被害 が今な お起き て い る現 実を多く の 人 に 知 っ て 欲

し い と 話されま し た ｡ 1 0 0 年 後 の 未束を見 つ め て 生きな ければ
…

と 結 んで ､ 講演を終えま し た ｡
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あ り ま り え

有馬 理恵
差別 と 戦争を なくすため に

～ お し ば い と おは な し ～
エ ル

･ パ 【 ク仙 台 5 階
劇団俳優座所属 ー

ふ る え る よう な怒 り の 奥底 に セ ミ ナ ー ホ ー ル

3 月 8 日 (火)

1 8 : 1 5 ～ 2 0 : 1 5

女優 す がるような生命の噴 い が あ っ た-

水上 勉さん の ｢ 釈迦 内棺唄｣ を 2 0 分 短 縮 バ ー ジ ョ ン で 演 じた後､ 同 和 問題 や差別 の 体験等を具

体的 に お 話 して〈 だ さ い ました｡ 最 後に ､ 日 本軍慰安婦にされ た フ ィ リ ピ ン の 女 性 に な り き っ た

｢ 人 間 の 尊厳を否定す る こ と は で きな い｣ と い う迫カ の あ る 語 り に 全身が揺さ ぶられま し た ｡
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第5 5 回 宮城 県集会後 は､ ミ モ ザ の 花 や プ ラ カ ー ドを持 っ て ､ 勾当 台 公 園市民広場 か ら東
一

番町 ～ 青葉通 りを パ レ
ー ド しま した

｡
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